
わ
が
国
の
人
口
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、
全
人
口
の
約
３
割
が
65
歳
と
い
う
超
高
齢

社
会
を
迎
え
る
。
そ
れ
に
伴
い
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

uality 

O
f Life

＝
生
活
の
質
）
を
支
え
る
在
宅
医
療
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
一
段
と

拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
流

れ
を
見
据
え
て
、
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
的
な
普
及
・
拡
大

を
目
指
す
「
一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
マ
ッ
サ

ー
ジ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
が
発
足
。
そ

の
狙
い
と
活
動
内
容
を
取
材
し
た
。

ふ
え
る
誤
嚥
性
肺
炎
に
対
応
す
る

「
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
」と
は

同
協
会
の
理
念
と
取
組
み
に
つ
い
て
、
事
務

局
長
の
眞
砂
由
明
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
話
す
。

「
わ
た
し
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
第
一
に
在
宅

の
高
齢
者
に
対
し
て
質
の
高
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）
を

提
供
す
る
こ
と
。
第
二
に
最
近
の
死
因
別
疾
患

で
、
が
ん
や
脳
卒
中
に
次
い
で
増
加
し
て
い
る

肺
炎
（
65
歳
～
80
歳
以
上
、
厚
生
労
働
省
10
年
人
口

動
態
統
計
）、
そ
の
70
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る

誤
嚥
性
肺
炎
に
対
す
る
予
防
訓
練
を
採
り
入
れ

た
サ
ー
ビ
ス
を
、
全
国
の
高
齢
者
施
設
・
病
院

な
ど
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
す
」。

そ
の
医
学
面
を
支
え
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
会
長
を
務
め
る
愛
媛
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
公
衆
衛
生
・
健
康
医
学
教

授
の
谷
川
武
氏
（
医
学
博
士
）
で
あ
る
。
谷
川

教
授
は
東
京
大
学
医
学
部
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
、
筑
波
大
学
大
学
院
な
ど

で
の
要
職
を
歴
任
し
て
、
08
年
に
現
職
に
就
任
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
、「
関

節
の
可
動
領
域
を
広
げ
、
筋
力
の
維
持
・
強
化

に
有
効
で
あ
る
」
と
し
て
早
く
か
ら
評
価
し
て

い
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、「
誤
嚥
の
防
止
だ

け
で
は
な
く
、
脳
血
管
障
害
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま

で
考
え
て
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
睡
眠
時
無
呼
吸

症
の
改
善
に
も
有
効
で
あ
る
」
と
、
そ
の
効
果

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

同
協
会
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
を
な

す
「
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
」
と
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

眞
砂
事
務
局
長
は
、「
誤
嚥
性
肺
炎
と
は
、

誤
嚥
に
よ
り
細
菌
を
含
ん
だ
唾
液
や
飲
食
物
が

知
ら
ぬ
間
に
気
管
を
通
り
、
そ
れ
が
肺
に
到
達

し
て
、
肺
炎
や
窒
息
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
、

高
齢
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
高
い
症
状
で
す
。

こ
の
誤
嚥
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
お
腹
に

穴
を
開
け
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
栄
養
分
を
送
り

込
む
胃
ろ
う
や
、
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て

胃
に
栄
養
分
を
送
り
込
む
経
鼻
経
管
栄
養
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
処
置
は
延
命
の

た
め
で
す
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

そ
こ
で
私
ど
も
は
、
誤
嚥
を
防
止
し
、
胃
ろ
う

や
経
鼻
経
管
栄
養
を
避
け
、
自
分
で
食
事
が
で

き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
た
め
の
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
『
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
』
を
開
発
し
ま
し

た
」
と
語
る
。

誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
と
は
、
嚥
下
機
能
が
低

下
し
た
高
齢
者
に
対
し
て
1
回
3
分
行
な
う
、

舌
の
筋
肉
と
唇
周
囲
の
筋
肉
を
鍛
え
る
段
階
的

な
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学

的
根
拠
）
を
基
に
、
よ
り
効
果
的
な
訓
練
方
法

と
し
て
す
で
に
実
践
し
て
い
る
と
い
う
。
舌
と

唇
周
囲
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
誤
嚥
防
止
に

効
果
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
脳
梗
塞
や
そ
れ

に
伴
う
身
体
の
麻
痺
症
状
に
も
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
同
協
会
で
は
そ
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
も
現
在
、
研
究
デ
ー
タ
を
集
積
中
で
あ

る
。
同
時
に
、
口
元
や
首
筋
が
引
き
締
ま
り
、

外
見
も
変
化
す
る
こ
と
か
ら
美
容
に
も
効
果
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

著
名
ア
ス
リ
ー
ト
の

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
提
供

こ
の
よ
う
に
、
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ

リ
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
「
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
」

の
提
供
を
軸
に
、
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を

目
指
す
同
協
会
だ
が
、「
協
会
と
し
て
は
、
谷

川
会
長
の
指
揮
の
下
、
多
く
の
医
学
・
介
護
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
や

誤
嚥
防
止
は
全
国
の
高
齢
者
施
設
・
病
院
に
と

っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
か
ら
、
協
会
を
通
じ

て
、で
き
る
限
り
広
め
て
い
き
た
い
」（
眞
砂
氏
）

と
述
べ
て
い
る
。

現
在
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
の
介
護
保
険
受
給
者
数
は
約
46
万

人
、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
に
は
同
約

33
万
人
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
は
同
約
７

万
５
０
０
０
人
の
高
齢
者
が
存
在
し
、
さ
ら
に

７
８
１
８
施
設
に
の
ぼ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
り
、
11
万
戸
を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
も
整
備
中
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お

い
て
も
脳
血
管
障
害
な
ど
に
伴
う
嚥
下
機
能
の

低
下
に
悩
む
高
齢
者
の
処
遇
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
年

齢
と
と
も
に
誤
嚥
を
し
て
も
本
人
は
そ
れ
と
気

づ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
単
な
る
呼
吸
器
系

疾
患
（
肺
炎
）
と
い
う
こ
と
で
処
置
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
ふ
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
協
会
の
出
番
と
な
る
。「
在
宅
や

施
設
の
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
質

の
高
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
や
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
訓
練
を
提
供
し
て
、
衰
え
た
機
能
の

回
復
を
図
り
、
健
康
な
人
生
を
お
送
り
い
た
だ

け
る
よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
が
協
会
の
使
命
」

と
眞
砂
氏
は
語
る
。
ま
た
具
体
的
な
展
開
に
つ

い
て
は
、「
当
協
会
に
は
多
く
の
国
家
資
格
者

が
在
籍
し
て
お
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
体

調
管
理
を
担
っ
て
い
る
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ

ー
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
が
お
り
ま
す
。
協

会
で
は
提
携
す
る
施
設
ご
と
に
『
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
』
と
呼
ぶ
こ
れ
ら
の
国
家
資
格
者
を
配
置
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
て
定
期
的
に
こ
れ

ら
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
の
技
術
、
患
者
さ
ま
と
の
応

対
、
施
設
と
の
緊
密
な
連
携
等
を
評
価
し
な
が

ら
適
切
な
指
導
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
」
と
い

う
。ア

ソ
シ
エ
イ
ト
に
は
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

片
山
晋
呉
（
賞
金
王
５
回
）
を
は
じ
め
、
Ｊ
リ

ー
ガ
ー
、
大
相
撲
の
力
士
、
プ
ロ
野
球
選
手
な

ど
著
名
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
も
所

属
し
、
現
場
で
活
動
し
て
い
る
。

一
方
、サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
入
居
者（
利

用
者
）
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
サ
ー
ビ

ス
は
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
た
め
、
移
動
に
困
難

が
伴
う
重
度
者
も
容
易
に
利
用
が
可
能
、
②
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
あ
た
っ
て
は
同
協
会
と
医
師

（
主
治
医
）
が
連
携
す
る
た
め
、
健
康
保
険
が
使

え
安
価
で
適
正
利
用
が
可
能
、
③
「
誤
嚥
防
止

メ
ソ
ッ
ド
」
に
よ
る
訓
練
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
予

防
し
、
胃
ろ
う
や
経
鼻
経
管
栄
養
な
ど
を
回
避

し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
実
現
、
④
主
治
医
や
家
族
、

親
族
に
施
術
の
経
過
報
告
を
行
な
う
た
め
、
安

心
が
得
ら
れ
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
、
⑤
マ

ッ
サ
ー
ジ
に
リ
ハ
ビ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

筋
肉
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
関
節
の
拘

縮
予
防
に
も
有
効
、
な
ど
で
あ
る
。

最
後
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
施
設
な

ど
事
業
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
以
下
の

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
同
協
会
と
覚
書
を
交
わ
す
こ
と
で
サ
ー

ビ
ス
導
入
が
図
れ
る
た
め
、
施
設
側
に
コ
ス
ト

負
担
は
な
く
、
リ
ス
ク
も
発
生
し
な
い
。
し
か

も
施
設
側
は
た
と
え
ば
入
居
者
募
集
に
際
し
て
、

同
協
会
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を「
付
加
価
値
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
施
設
の
差

別
化
戦
略
と
し
て
利
用
で
き
る
。

現
在
、
導
入
施
設
は
友
愛
病
院
（
東
京
都
足

立
区
）、
明
治
安
田
生
命
グ
ル
ー
プ
の
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
サ
ン
ビ
ナ
ス
立
川
」（
東

京
都
立
川
市
）
な
ど
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た

12
施
設
（
延
べ
利
用
人
数
約
1
３
０
０
人
／
月
）
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
同
協
会
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
眞
砂
氏
は
「
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
者
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
、
協
会
の
理
念
で
あ
る
『
心

身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
質
の
高
い
人
生
の

実
現
と
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
全
国
に
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
げ
て
い
き
た
い
」
と
す
る
が
、
全
国
に
拡
大

す
る
と
な
れ
ば
、
当
然
に
さ
ら
な
る
人
材
育
成

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、「
あ
く
ま
で
も
現

在
の
ご
利
用
者
さ
ま
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
展
開
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
、
そ
し
て
「
誤
嚥

防
止
メ
ソ
ッ
ド
」
は
、
多
く
の
高
齢
者
に
求
め

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
に
、
そ
の
普
及
拡
大
に

注
目
し
た
い
。	

誤嚥防止メソッド
専用の器具を使用し嚥下機能を回復することで、誤
嚥性肺炎の予防を図る

国家資格者による質の高いマッサ
ージリハビリテーションを提供

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
と
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
で

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
図
り
、
高
齢
者
住
宅
・
施
設
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

﹇
注
目
レ
ポ
ー
ト
﹈

注目レポート 日本在宅マッサージリハビリテーション協会

日本在宅マッサージ
リハビリテーション協会

事務局長
眞砂由明氏

■協会活動内容概要

協会の目的
提供するサービスを通して患者さまの

QOLの向上と「生きがい」の創造をお手伝いする

　	 ○「質の高いマッサージ・リハビリテーション」の提供
　	 ○「誤嚥・胃ろう防止訓練」の提供

＜提供するサービス＞
	 寝たきり・関節拘縮・麻痺の改善	 →	 マッサージ・リハビリテーション

	 誤嚥・胃ろうの防止	 →	 誤嚥防止メソッド

法人概要

団体名 一般社団法人
日本在宅マッサージリハビリテーション協会

所在地 東京都豊島区巣鴨3-26-6

連絡先 TEL.03-5567-3310　FAX.03-5567-3320

URL http://www.jvmr.jp

代表者 会長　谷川	武（医学博士）

活動内容 在宅マッサージリハビリテーションの提供、誤燕防止
メソッドの提供
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